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学校評価の結果と改善点をお知らせします 

 本校の教育活動を振り返り、成果や問題点を明らかにし、改善を図る

ことを目的として、学校評価を実施しました。保護者のみなさまにはア

ンケートにご協力をいただき、ありがとうございました。ここに、結果

をお伝えするとともに、今後改善すべき点を明らかにして、よりよい教

育活動を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート１ 年度目標「個別最適化された学びを提供する授業改善の推進 モデル実践校」 

としての取り組み 

評 価 指 標 平均点 判定 

① 

教職員 
子どもが、自分ごとの「わくわく（やってみたいこと・調べてみ

たいこと等）」を見つけられるよう、指導を工夫した。 
３．３ ◎ 

保護者 
子どもが、自分ごとの「わくわく（やってみたいこと・調べてみ

たいこと等）」を見つけられるように取り組んでいる。 
３．２ ◎ 

児 童 
わたしは、自分ごとの「わくわく（やってみたいこと・調べてみ

たいこと等）」を見つけることができた。 
３．４ ◎ 

➠ 本校では、生活科や総合的な学習の

時間に「ＰＢＬの考え方を生かした探

究的な学び」を取り入れています。学

習過程の「ふれる」段階を工夫し、子

どもが、様々な場所に出掛けたり、多

くの人に出会うことができるようにし

たりして、自分ごとの「わくわく」が

見つけられるようにしました。 

  その結果、児童の評価は【平均点 3.4 

判定◎】と非常に高いものとなりまし

た。次年度も、子どもにとって魅力の

ある学びを提供することができるよ

う、「探究的な学び」の充実に努めて

いきたいと考えています。 

評価結果の見方について 

 教職員の自己評価、保護者アンケート、児童アンケートを比較・検討しました。 

① Ａ（よくあてはまる）を４点、Ｂ（だいたいあてはまる）を３点、Ｃ（あまりあてはまらな

い）を２点、Ｄ（まったくあてはまらない）を１点として計算・平均化しました。 

② 平均点が３．２点（８０％）を超えればおおむね満足とし、◎の判定を、３点未満のものに

ついては、対策が必要であると考え、△の判定をしました。 

③ 令和元年度と２年度で共通している評価指標の平均点と判定については、比較することがで

きるように、（ ）内に令和元年度の結果を示しました。 

③ 簡単な分析や今後の課題とすべきことを、➠以降にゴシック体で記述しました。今後の改善

に生かしていきたいと考えています。 

【有松絞りを体験する６年生の様子】 



② 

教職員 
子どもが、自分なりの見通しをもち、活動できるよう、指導を工

夫した。 
３．４ ◎ 

保護者 
子どもが、自分なりの見通しをもち、活動できるように工夫して

いる。 
３．１ ○ 

児 童 わたしは、自分なりの見通しをもって、活動することができた。 ３．３ ◎ 

➠ 自分ごとの「わくわく」を見つけた後、１・２年生は、独自の学習プリントを活用して、

課題を解決するための計画を立てるようにしています。また、３年生以上では、解決した

い問いを立てたり、課題を解決するための企画書を作成したりすることができるよう、「ロ

グブック」を活用しています。 

  その結果、子どもたちは、自分なりに見通しをもって探究的な学びに取り組む姿が見ら

れるようになってきました。今後は、うまく課題を解決できなくなってしまったときに、

自ら計画を変更したり、解決方法を工夫したりする「学びを調整する力」を高めていきた

いと考えています。 

③ 

教職員 子どもが、友達と助け合い、学び合うことができた。 
３．３ 

(3.4) 

◎ 

(◎) 

保護者 子どもが、友達と助け合い、学び合えるように取り組んでいる。 
３．２ 

(3.2) 

◎ 

(◎) 

児 童 わたしは、友達と助け合い、学び合うことができた。 
３．５ 

(3.5) 

◎ 

(◎) 

➠ これは、６年生算数「比例と反比例」の授業の様子です。単元内自由進度学習という方

法で学んでいます。ＡＩソフト（キュ

ビナ）やジャストスマイルドリルなど

を使って自力解決をする子ども、計算

ドリルを使って反復練習をする子ど

も、グループを作って解き方の情報交

換をする子どもなど、その様子は様々

です。算数が得意な子どもは、友達に

説明することでより理解が深まりま

す。また、苦手な子どもも友達の多様

な考えを知り、よりよい解決方法を選

択することができます。お互いのペー

スを尊重しながら、自分の取り組みや

すい方法で学ぶスタイルが、高学年を

中心に広がりつつあります。 

アンケート２ 年度目標 「子どもライフキャリアサポートモデル事業 モデル校」としての 

取り組み 

評 価 指 標 平均点 判定 

④ 

教職員 
子どもが、自分のよいところを知り、なりたい自分を見つけよう

とすることができるよう、指導を工夫した。 
３．２ ◎ 

保護者 
子どもが、自分のよいところを知り、なりたい自分を見つけられ

るように取り組んでいる。 
３．０ ○ 

児 童 
わたしは、自分のよいところを知り、なりたい自分を見つけよう

とした。 
３．３ ◎ 

➠ 教職員が子どものよさを捉え、子どもが自分のよさを意識することができるよう、授業

中だけでなく、日常生活の中でも声を掛けるようにしています。その結果、教職員アンケ

ート、児童アンケートは◎の判定となりました。 

  昨年度もお伝えしましたが、お子さんのよさを保護者の皆様とも共有する機会をもち、

家庭でも話題にしていただくことで、子どもたちの自己肯定感が、より高まるようにして

いきたいと考えています。 

【単元内自由進度学習の様子】 



⑤ 

教職員 
子どもが、「あったか言葉」を使って、みんなとつながることが

できるよう、指導を工夫した。 

３．５ 

(3.1) 

◎ 

(○) 

保護者 
子どもが、「あったか言葉」を使って、みんなとつながることが

できるように取り組んでいる。 

３．１ 

(2.9) 

○ 

(△) 

児 童 
わたしは、「あったか言葉」を使って、みんなとつながることが

できた。 

３．４ 

(3.4) 

◎ 

(◎) 

➠ 児童アンケートの結果は、昨年度同様、平均点３．４、判定◎となりました。昨年度よ

り、継続して指導してきた成果と捉えています。また、保護者アンケートの結果も改善が

見られます。取り組みの輪が家庭や地域に広がっていくよう、お子さんに励ましの声を掛

けていただいているおかげと感謝しています。 

しかし、友達とトラブルが起きると、つい厳しい口調になってしまうというような実態

も見られます。「あったか言葉」がしっかりと定着するよう、今後も指導を継続していき

ます。 

アンケート３ 学習について 

評 価 指 標 平均点 判定 

⑥ 

教職員 
子どもにとって「分かりやすい授業」となるように、指導を工夫

した。 

３．４ 

(3.5) 

◎ 

(○) 

保護者 子どもは、「授業が分かりやすい」と言っている。 
３．１ 

(3.2) 

○ 

(◎) 

児 童 先生の授業は分かりやすい。 
３．７ 

(3.6) 

◎ 

(◎) 

➠ 今年度も、分かりやすい授業を目指し、校内学習会（オンライン学習会含む）を開き、

タブレットパソコンを使った授業の進め方やグループ活動の充実について学び、指導力の

向上に努めてきました。学んだことを生かし、日々の授業に取り組んだ結果、 ４２８人

（約９６％）の児童が「授業がとても分かりやすい。」「まあまあ分かりやすい。」と答え

ています。今後も、子どもたちにとって分かりやすい授業を展開することができるよう、

さらに指導力の向上に努めていきたいと考えています。                       

アンケート４ 生活について 

評 価 指 標 平均点 判定 

⑦ 

教職員 子どもにとって「楽しい学校」となるように、指導を工夫した。 
３．５ 

(3.4) 

◎ 

(◎) 

保護者 子どもは「学校へ行くのが楽しい」と言っている。 
３．５ 

(3.4) 

◎ 

(◎) 

児 童 学校は楽しい。 
３．６ 

(3.5) 

◎ 

(◎) 

➠ 昨年度同様、アンケートの結果から、学校は楽しい

と 感じている児童が大変多く、保護者もそれを認め

ているということがアンケートの結果からよく分かり

ます。新型コロナウイルス感染症の影響で、様々な場

面で制限がある学校生活となっていますが、限られた

条件の中でもできることを模索しながら、子どもたち

にとって「楽しい学校」となるよう努めていきます。 

 

 

 

 

 

ミラとびランド 2020 

自動車整備を体験する児童と、その様子をオンラ

インで配信する児童の様子。キャリア教育に関わる

新しい行事にチャレンジしました。 

 



⑧ 

教職員 子どもが、進んで挨拶することができるよう指導した。 
３．３ 

(3.2) 

◎ 

(◎) 

保護者 子どもは、進んで挨拶をしている。 
３．３ 

(3.1) 

◎ 

(○) 

児 童 わたしは、進んであいさつしている。 
３．３ 

(3.3) 

◎ 

(◎) 

➠ 代表委員やＰＴＡ地域校外委員さんが、登校する児童に「おはようございます。」と声

を掛けたり、ＰＴＡ主催「あいあいあいさつキャンペーン」を実施したりするなど、地道

に働き掛けてきた結果、子どもたちに「進んで挨拶をしようという意欲」が高まってきま

した。学校や地域に、子どもたちのさわやかな挨拶の声が響くよう、来年度も継続して指

導していきたいと考えています。 

⑨ 

教職員 
子どもが、よりよく生活するために、様々な場面で適切に判断

できるように指導した。 
３．５ ◎ 

保護者 
子どもが、よりよく生活できるよう、様々な場面で適切に判断

できるよう、指導している。 
３．３ ◎ 

児 童 わたしは、よりよく生活できるように、考えながら行動した。 ３．３ ◎ 

➠ 今年度は、「矢田小のやくそく」を大幅に見直しました。時や場面に応じて、「よりよく

生活するためには、自分はどうすればよいのか」を考えられるように指導を進めています。

「みんなが気持ちよく生活できるようにするためにはどうしたらいいのか？」「安全に生

活するためにはどうしたらよいのか？」について、継続して意識していくことができるよ

うに、ご家庭でも話題にしていただけたらと思います。 

アンケート５ 健康・安全について 

評 価 指 標 平均点 判定 

⑩ 

教職員 
安全に関わる指導（交通安全・防犯・防災など）を適切に行っ

た。 

３．５ 

(3.6) 

◎ 

(◎) 

保護者 
学校は、安全に関わる指導（交通安全・防犯・防災など）を適

切に行っている。 

３．４ 

(3.4) 

◎ 

(◎) 

児 童 
わたしは、安全に関わる行事（交通安全・防犯・防災など）に

真剣に取り組んだ。 

３．７ 

(3.6) 

◎ 

(◎) 

➠ 「絶対に事故を起こしてはいけない。」「絶対にけが人を出してはいけない。」という教

職員の真剣みあふれる取り組みにより、全ての評価指標で高評価を得ることができまし

た。来年度も、この結果を維持することができるよう、緊張感をもって訓練を実施してい

きたいと考えています。 

残念なことに、今年度も学区内で数件、不審者に関する情報がありました。不審者の対

応については学校でも指導しているところですが、「つみきおに」を意識して行動できる

よう、ご家庭でも話題にしていただきたいと思います。 

⑪ 

教職員 子どもの心身に異常があった場合、連絡や処置を適切に行った。 
３．６ 

(3.5) 

◎ 

(◎) 

保護者 
学校は、子どもの心身に異常があった場合、連絡や処置を適切

に行っている。 

３．４ 

(3.3) 

◎ 

(◎) 

➠ 学校での出来事やお子さんの様子について、電話をかけたり、時には家庭訪問をしたり

して、迅速かつ密に保護者のみなさまと連絡を取り、共通理解を図るよう心掛けています。

そのため、保護者のみなさまからも高い評価を得ることができました。今後も保護者のみ

なさまと良好な信頼関係を構築・継続していけるよう努めてまいります。 

⑫ 

教職員 
 「新型コロナウイルス感染症の感染予防」についての指導を

適切に行った。 
３．４ ◎ 

保護者 
 学校は、「新型コロナウイルス感染症の感染予防」についての

指導を適切に行っている。 
３．４ ◎ 



児 童 
 わたしは、「新型コロナウイルス感染症」の予防を心掛けて生

活することができた。 
３．６ ◎ 

➠ 今年度は、学校再開後、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、「新しい生活様式」

での学校生活を送らざるを得ない状況となりました。学校では、手洗いタイムを設け、衛

生面の指導を徹底しています。また、各

教室への「空気清浄機」の設置、図工室

や理科室など対面での活動が行われる教

室への「飛沫防止パネル」の設置など、

感染防止対策を進めています。 

  子どもの安全・健康を守るために、登

校前の検温、マスクの着用、手洗いの徹

底など、保護者の皆様には、様々な場面

でご協力をいただきました。ありがとう

ございました。感染が終息するまで、ま

だ見通しが立ちませんが、今後も感染防

止対策へのご協力をお願いいたします。 

アンケート６ 運営について 

評 価 指 標 平均点 判定 

⑬ 

教職員 子どもの悩みやトラブルに適切に対応した。 
３．４ 

(3.3) 

◎ 

(◎) 

保護者 学校は、子どもの悩みやトラブルに適切に対応している。 
３．２ 

(3.2) 

◎ 

(◎) 

児童 
先生は悩みやトラブルがあったときは、真剣に話を聞いてくれ

た。 

３．７ 

(3.6) 

◎ 

(◎) 

➠ 本校は、１～６年生の児童には年２回の「いじめアンケート」、４年生以上の児童には、

年３回の「ＳＯＳノート」、年２回の「学校生活アンケート（HyperQ-U）」の取り組みを通

して、きめ細かく、子どもの心の状態を把握することに努めています。 

  また、児童教育相談の期間だけでなく、休み時間に子どもと一緒に遊んだり、教室で子

どもの相談にのったりするなど、子どもに積極的に関わろうとする教師が多く、心に寄り

添った生徒指導を心掛けています。その結果、児童の評価は【平均点 3.7 判定◎】と非

常に高いものとなりました。今後も、この評価を維持することができるよう、丁寧な対応

に心掛けていきたいと考えています。 

⑭ 

教職員 施設や設備を子どもの学習環境として適切に整えた。 
３．４ 

(3.1) 

◎ 

(○) 

保護者 
学校は、施設や設備を子どもの学習環境として適切に整えてい

る。 

３．３ 

(3.3) 

◎ 

(◎) 

➠ 今年度は、校内のバリアフリー化を進めるためにエレベーター棟の増築工事を行いまし

た。工事中は何かとご不便をおかけし申し訳ありませんでした。また、「タブレットＰＣ

一人一台配布」を見据え、校内のＬＡＮ線の増強工事やタブレット保管庫の設置工事を行

いました。さらに、北校舎東運動場トイレ、プール横トイレを洋式化しました。 

今後も、子どもにとって安全でより快適な学習環境を目指し、整備を進めていきたいと

考えています。 

⑮ 

教職員 
学校の運営方針や子どもの活動の様子などを、家庭や地域に分

かりやすく伝えた。 

３．０ 

(3.0) 

○ 

(○) 

保護者 

学校は、学校の運営方針や子どもの活動の様子などを、家庭や

地域に分かりやすく伝えている。（学校だより・ホームページ・

ＺＯＯＭによる発信など） 

３．３ 

(3.2) 

◎ 

(◎) 

【手洗いタイムの様子】 



➠ 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、保護者の皆様に、来校していただく

機会が大幅に制限されることとなりました。そこで、オンライン会議システムＺＯＯＭを

活用し、「１年生給食参観」「学校公開週間」「修学旅行説明会」「ＰＴＡ家庭教育セミナー」

「授業参観」などを実施しました。多数の方にご参加いただきありがとうございました。 

令和３年度も、新型コロナウイルス感染症の動向に注視し、どのような方法で、授業参

観や懇談会について実施していくか検討していきたいと思います。 

 

学校関係者評価委員会が開かれました 
学校関係者評価は、学校評価の客観性や透明性を高めるために、「自己

評価（教職員）・保護者アンケート・児童アンケートの結果」をもとに、

本年度の取り組みについて学校外部の方々に評価をしていただくもので、

本校では学校評議員とＰＴＡ会長・ＰＴＡ母親代表のみなさまに委員を

お願いしています。今年度は紙面を通しての開催としました。いただい

た意見の一部を紹介させていただきます。 

アンケート１ 年度目標「個別最適化された学びを提供する授業改善の推進 モデル実践校」 

としての取り組みについて 

○ 子どもに「以前の学習スタイルと現在のスタイル、どちらが楽しく勉強できている？」と

尋ねたら、「今の方！」と答えていました。様々な目線で、課題に取り組めるのはとてもよ

いと思います。 

アンケート２ 年度目標 「子どもライフキャリアサポートモデル事業 モデル校」としての 

取り組みについて 

○ 子どもたちが見せる顔が、学校と家庭で違うことが理由なのか、教職員と保護者とで評価

に差が出ています。子どもたちに自己肯定感が高まるよう指導したことが、児童と教職員の

評価の高さからうかがえます。 

アンケート３ 学習について 

○ 令和２年度はコロナ禍での新しい生活様式となったため、授業の形式も例年とは違ってい

たにも関わらず、児童の判定が変わらなかったのは、よいと思います。 

アンケート４ 生活について 

○ 多くの子どもたちが「学校は楽しい」とアンケートに回答しています。先生方のご努力と

思います。いじめがあった場合は、学校がすばやく対応することを望んでいます。 

アンケート５ 健康・安全について 

○ コロナ禍での学校生活は、本当に気を遣う場面ばかりかと思います。しかし、再休校もな

く、重大な事件もなく、ここまで来られたのは、先生方始め地域の方々や保護者のみなさん

の協力があったからだと思います。有事の時こそ、こういう連携は本当にありがたいと感じ

ました。 

アンケート６ 運営について 

○ 心に寄り添った指導をしていただいていること、高く評価させていただきます。施設面で

のサポート（バリアフリー化・洋式トイレへの変更など）のみならず、子どもたちがソフト

面でもより快い学校生活が送れるようにするために、人的な努力は相当なものであったろう

と推察いたします。                             など 

 これらの意見も、来年度の矢田小学校の教育活動に生かしていきます。 


